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雲南病院だより雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

　
７
月
25
日
か
ら
８
月
18
日
の
間
、
12

人
の
大
東
高
校
生
が
日
替
わ
り
で
正
面

玄
関
の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
生
徒
さ
ん
に

は
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ

て
患
者
さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
、
地
域
活
動

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い

ま
す
。

　

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
て
ご
っ
人と

」

の
方
々
か
ら
車
イ
ス
の
介
助
の
指
導
を

受
け
、
一
人
ひ
と
り
が
真
剣
な
眼
差
し

で
患
者
さ
ん
と
向
か
い
合
っ
て
い
る
姿

は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
今
回
の
体
験
が
、
将
来
の
自
分
の
役

割
を
考
え
る
上
で
役
立
つ
こ
と
を
願
い

ま
す
。

　

９
月
３
日
（
土
）、
第
６
回
病

院
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
病

院
祭
は
当
院
が
平
成
23
年
４
月
に

市
立
化
し
て
か
ら
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。
市
立
病
院
と
し
て
地
域

に
よ
り
密
着
し
た
活
動
を
す
る
こ

と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
病
院
職

員
と
が
親
睦
を
深
め
、
顔
と
顔
が

見
え
る
関
係
づ
く
り
や
、
普
段
の

生
活
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
病
院

の
中
（
仕
組
み
な
ど
）
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、理
解
と
関
心
を
深
め
、

病
院
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、

安
心
し
て
受
診
が
で
き
る
病
院
を

め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

と
一
緒
に
「
赤
と
ん
ぼ
」、「
蘇そ

州し
ゅ
う

夜や

曲き
ょ
く

」、「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」

を
歌
い
、
会
場
が
一
体
と
な
り
ま

し
た
。

　
最
後
は
、
毎
年
恒
例
と
な
る
病

院
職
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
「
安
来
節
シ
ョ
ー
」
を
披
露
し

ま
し
た
。「
安
来
節
シ
ョ
ー
」
で

は
病
院
長
と
看
護
師
チ
ー
ム
に
よ

る
「
銭
太
鼓
」、医
師
に
よ
る
「
ど

じ
ょ
う
す
く
い
踊
り
」
な
ど
で
、

普
段
は
見
る
こ
と
の
な
い
医
師
の

姿
に
、
会
場
は
大
い
に
沸
き
上
が

り
ま
し
た
。

　
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
病
院
各

部
署
の
紹
介
、
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
紹
介
な
ど
を
展
示
し
ま

し
た
。
今
年
も
三
刀
屋
高
校
か
ら

医
療
現
場
体
験
と
し
て
参
加
し
た

学
生
の
学
び
の
報
告
も
展
示
し
ま

し
た
。
ま
た
、
新
病
院
建
設
現
場

が
見
学
で
き
る
よ
う
５
階
作
業
療

法
室
を
開
放
し
、
模
型
を
使
っ
て

現
在
の
病
院
建
設
の
状
況
を
説
明

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
病
院
祭
も
多
く
の
方
々

に
来
場
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
と
会

場
で
一
体
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
病
院
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

つ
な
が
り
が
で
き
た
と
感
じ
ま
し

た
。
今
後
も
病
院
祭
を
継
続
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
“
笑
う
顔
に
は
福
来

る
！
～
笑
顔
が
運
ぶ
健
康
な
く
ら

し
～
”
を
テ
ー
マ
に
、
院
内
外
の

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
手
作
り
の
催
し

物
や
展
示
を
行
い
、
総
勢
４
０
０

人
以
上
の
方
々
に
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
院
内
保
育
所
“
ほ
た
る
キ
ッ

ズ
”
の
子
ど
も
た
ち
が
ス
テ
ー
ジ

に
登
場
し
、
元
気
な
お
遊
戯
を
披

露
し
て
病
院
祭
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
は
じ
め
に
、
春
雨
や
落
雷
（
初

代
）
さ
ん
に
よ
る
古
典
落
語
と
、

「
笑
い
と
免
疫
…
そ
し
て
健
康
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
医
学
講
話
を
笑

い
を
交
え
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
笑
い
の
不
思
議
な
力
に
つ
い

て
面
白
お
か
し
く
語
っ
て
い
た
だ

き
、
会
場
全
体
が
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
で
は
、
た
か
は
し
音

楽
教
室
Ｍエ
ム
︲
ｋキ

ッ

ズ

ｉ
ｄ
ｓ
に
よ
る
歌

と
演
奏
の
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
愉
快
で
楽
し

く
可
愛
ら
し
い
歌
声
と
演
奏
が
会

場
全
体
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
“
お
し
ゃ
べ
り
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
ゆ
ー
き
”
さ
ん

に
よ
る
、
マ
ジ
ッ
ク
と
腹
話
術
を

交
え
た
「
く
す
っ
と
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
♪
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
巧
み
な
腹
話
術
と
不
思
議
な

マ
ジ
ッ
ク
で
会
場
全
体
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
職
員
有
志
で
結
成
さ

れ
た
“
サ
ウ
ス
ク
ラ
ウ
ド
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
”
に
よ
る
歌
と
演
奏
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
、
来
場
者
の
方
々

大東高校
介助ボランティア

市立病院建設工事起工式

第６回 病院祭

▲ s
サ ウ ス

outh c
ク ラ ウ ド

loud e
ア ン サ ン ブ ル

nsemble のコンサート

▲職員による銭太鼓

▲三刀屋高校ポスター展示

▲どじょうすくい

▲おしゃべりエンターテイナーゆーきさんによるマジック・腹話術 ▲たかはし音楽教室による歌と演奏

▲ホタルキッズによるオープニングセレモニー

▲春雨や落雷さんによる古典落語

安来節

　 ショー安来節

　 ショー

展示コーナー展示コーナー

催し物
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　８月19日（金）に開催しま
した。この教室は、人間ドック
や健康診断を受けられた方を対
象に、肥満を是正して血圧・血
糖・脂質異常などの改善をはか
ることを目的としています。こ
の日は21人の方に参加してい
ただきました。
　教室の主な内容は次のとおり
です。
　■プチ健診
　　（身体計測、血圧測定、血液検査〔脂質、血糖、H

ヘモグロビン

bA
エー

1
ワン

ｃ
シ ー

、肝機能〕）
　■食事指導
　　（病院オリジナル健康食の提供、管理栄養士からの話、目標設定）
　■体重減少に効果的な運動指導
　　（身体教育医学研究所うんなんの運動指導士による講義・実技、目標設定）
　参加いただいた方からは、「初めての参加で不安だったが、いざ
参加したらとても充実した半日だった」「日頃気を付けていても、
講師の話を聞くと改めて健康に対する意識が高まる。新しい知識を
もらい、また頑張る気になる」「１人ではなかなか頑張れないが、
ここで同じ意識を持つ仲間に出会える」などの感想をいただいてい
ます。これまで教室に参加されたことのない方や、人間ドックや健
康診断を受けたことのない方でも、どなたでも参加できますので、
ぜひ参加ください。
　次回の開催日は、２月24日（金）です。予約制です。

　９月７日に開催しました。この講
座は、病院の専門スタッフが、地域
の皆さんに健康に関する情報を提供
し、今後の生活に役立てていただく
ことを目的に開催しています。
　この日は「命をつなぐためにわた
しができること～もし明日この町で

地震が起きたら～」と題して、今年４月に発生した熊本地震の被災
地へ出動した雲南市立病院D

ディーマット

MAT（災害派遣医療チーム）が支援
活動の話を、森

もりわき

脇義
よしひろ

弘副院長（外科医）が災害時の応急手当につい
て話をしました。
　参加者からの事前質問に答えながら実技も交えてお話しました。
48人の方に参加していただき、「雲南病院からDMATが被災地へ
行ったことを初めて知り、感動した」「これまで何気ない言い伝え
などで処置をしていたが、正しい応急処置を知り、もしもの時に対
応できると思う」などの感想をいただいています。
　今年度は12月と２月にも開催予定です。どなたでも参加できま
すので、ぜひ参加ください。予約制です。

出前講座のお知らせ
　保健推進課の保健師は、出前講座にも出かけ

ています。

　子どもから高齢者まで健康に過ごすための、

年代に応じた生活全般（食生活や運動など）に

ついて受講者参加型で学べるお話をしていま

す。血糖値や血圧を測って自分の数値を知って

もらったり、クイズ形式などで楽しく情報をお

伝えしています。また、熱中症対策、風邪予防、

高齢者については肺炎球菌予防接種制度の情報

提供など、季節や年代に応じてお話をしていま

す。ぜひご利用ください。

　問い合わせ：雲南市立病院　総務課
　☎0854-43-2441

　この教室は、患者さんがより良い血糖コ
ントロールを行っていくうえで療養生活に
お役立ていただきたいと考え、当院の糖尿
病サポートチームで企画・開催しています。
　第１回目の７月14日は、「眼の合併症」
と題して、医師が糖尿病による失明の阻止、
管理栄養士が夏に気を付けたいこと、薬剤
師が正しい目薬の入れ方についてそれぞれ
お話をしました。また個別相談では治療の中での心配なことをス
タッフに相談されました。糖尿病患者さんやご家族に限らず、どな
たでも勉強になる内容となっています。
　平成28年度は、下記のとおり開催予定です。予約制ですが当日
でも参加できます。ぜひ参加ください。

　10月13日（木）　「皮膚疾患について」/大
おお

藤
ふじ

 聡
さとし

皮膚科医師
　　　☆フットケアについて（看護師）　☆血糖測定器点検
　　　☆血糖測定
　12月８日（木）　「糖尿病の合併症」/服

はっ

部
とり

修
しゅう

三
ぞう

内科医師
　　　☆検査・日常生活の注意点（検査技師・保健師）

　３月９日（木）　「泌尿器疾患について」/平
ひら

岡
おか

毅
たけ

郎
お

泌尿器科医師
　　　☆運動・骨密度測定について（理学療法士・放射線技師）

　　　☆血糖測定器点検

　健診事後フォローアップ教室

　市民健康講座
　　　～家族を守り隊！ここで学んであなたも
　　　　　　　　　　　　“おうちナース”になろう～

　糖尿病学舎（まなびや）

　当院では、健康増進・疾病の発症および悪化予防のために各種教室を
開催しています。主な３つの教室を紹介します。

　
雲
南
市
立
病
院
南
棟
2
階　
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
地
域
連
携
室
に

は
３
人
の
相
談
員
が
在
籍
し
、
当

院
に
入
院
・
外
来
通
院
中
の
患
者

さ
ん
・
ご
家
族
の
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、「
入
院
生
活
」、「
疾し
っ
病ぺ
い
」、「
医

療
」、「
医
療
費
」、「
退
院
後
の
生

活
」、「
職
場
」、「
社
会
復
帰
」、「
医

療
福
祉
制
度
・
介
護
保
険
・
自
立

支
援
法
に
関
す
る
こ
と
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
心
配
ご
と
の

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
何

か
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ
に
声
が
け
し

て
い
た
だ
く
か
、
も
し
く
は
直
接

地
域
連
携
室
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
各
病
棟
専
任
の
退
院
支
援

担
当
者
（
相
談
員
3
人
・
看
護
師

１
人
）
と
兼
任
し
て
お
り
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
療
養
や

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
入
院
早

期
か
ら
声
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
医
療
機
関
で
働
く
相

談
員
の
こ
と
を
「
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ワ
ー
カ
ー
」
と
言
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
に
就
く
た
め
に
必
須
と

さ
れ
る
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

福
祉
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
が

必
要
と
さ
れ
る
た
め
、
国
家
資
格

で
あ
る
「
社
会
福
祉
士
」
等
の
有

資
格
者
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
当
院
の
相
談
員
は
、
社
会

福
祉
士
資
格
を
全
員
が
取
得
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
精
神
保
健
福
祉

士
や
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
等
の
複
数
の
有
資

格
者
も
お
り
、
専
門
的
な
知
識
を

も
っ
て
相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。＊医療ソーシャル・ワーカーの

　　　　　具体的な仕事内容・役割
（厚生労働省　医療ソーシャル ･ワーカー業務指針参照）

　１．療養中の心理・社会的問題の解決、調整援助
　２．退院援助
　３．社会復帰援助
　４．受診受療援助
　５．経済的問題の解決、調整援助
　６．地域活動

＊相談員のある1日のスケジュール

  8：30	 朝　　礼
入退院の患者数やベッドの空き状況、地域連携室スタッフの
1日のスケジュール確認・情報共有

  9：00	 病棟・病室訪問
直接患者さんと会ったり、院内スタッフ（医師・看護師・リ
ハビリスタッフ・薬剤師等）から情報収集

10：00	 面　　談
入院中の患者さん・ご家族と面談し、介護保険制度や退院後
に必要な在宅福祉サービスについて説明

11：00	 多職種会議
院内スタッフと治療方針等の確認や今後の支援について検討

12：00	 昼　　食
13：00	 診察同席

主治医から患者さん・ご家族への病状説明に同席
13：45	 電話調整

担当ケアマネージャーと在宅福祉サービスについて相談
14：00	 自宅訪問

在宅療養に向けて、患者さん・ご家族の自宅を訪問し、リハ
ビリスタッフ・看護師とケアマネージャー・福祉用具担当者・
工務店等を交えて住宅改修の打ち合わせ

16：00	 記録作成等
面談記録・日報等、事務作業

17：15	 終　　業

地
域
連
携
室
よ
り

問い合わせ　　
雲南市立病院　健康管理センター　☎0854-43-3602

院内サロンとは：
病気についての不安を抱える患者さん・ご家族の交流の場であり情報交換・学習の場です。
参加費は必要ありません。どなたでも自由に参加できるサロンです。

　１０月１４日 （金） ・ ２８日 （金）

　１１月１１日 （金） ・ ２５日 （金）

　１２月　９日 （金）　※１２月はこの日のみです。

時 間 ： １３ ： ３０～１５ ： ３０

場 所 ： 雲南市立病院　南棟２階 「検診 ・ 人間ドック室」

１０ ・ １１ ・ １２月の開催日 （毎月第２ ・ 第４金曜日）

＊＊＊＊参加費や予約は必要ありません。＊＊＊＊＊＊＊＊参加費や予約は必要ありません。＊＊＊＊

▲運動指導の様子
▲血糖測定の様子

▲参加者からの質問に答える
コーナー

保
健
推
進
課
よ
り

相 談 員 の
紹  介

相 談 員 の
紹  介


